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三隅発電所における 

「林地残材バイオマス石炭混焼発電実証試験」の開始について 
 

当社は，一般社団法人新エネルギー導入促進協議会の公募事業「平成２１年度林地残材バイ  

オマス石炭混焼発電実証事業※１」による補助金の交付決定を受け（平成２１年１１月２日お知ら

せ済み），三隅発電所において林地残材バイオマス混焼設備の設置を進めてまいりました。 

このたび，林地残材バイオマス混焼設備が完成し，本日から，林地残材バイオマス石炭混焼  

発電実証試験を開始することとしました。 

今後，林地残材と石炭との混焼発電を行い，ＣＯ2の削減量や発電設備の運用性等を確認する 

とともに，発電設備，排ガスおよび石炭灰への影響等について検証を行ってまいります。 

 なお，混焼する林地残材バイオマスは，島根県素材流通協同組合※２から供給を受けた木質   

チップを使用します。 

 当社は，本実証事業を進めることで，国内の未利用森林資源の利用を促進し，更なるＣＯ2排出

量の削減や，地域の活性化等に貢献していきます。 
 

 

１． 対象設備 

   三隅発電所（島根県浜田市，出力：１００万ｋＷ×１基 燃料：石炭） 

２．林地残材バイオマス使用量 

   約３万ｔ／年 

３．実証試験期間 

   平成２３年２月～平成２４年度末 

４．ＣＯ２削減量および林地残材バイオマス発電電力量 

   約２．３万ｔ-ＣＯ２／年，約３，２００万ｋＷｈ／年 

 

※１ ＣＯ２排出量の削減や地域活性化等にも有効である未利用森林資源の利用を進めるために，石炭火力

と混焼した場合の持続性等について実証を行うことを目的とする事業。 

※２ 島根県西部を中心とした素材（木材）生産業者や森林組合などから構成された協同組合で，平成２１ 

年４月に設立。原木の共同受注と共同販売を行い，合板工場などに原料となる木材を供給している。 

 

以 上 

＜添付資料＞ 三隅発電所における林地残材バイオマス混焼の概要 
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三隅発電所における林地残材バイオマス混焼の概要 

 

   林地残材バイオマスをトラックで発電所に受け入れ，約２％（石炭に対する重量比）の  

混合割合で石炭コンベアに供給し，微粉炭機で石炭と共に粉砕しボイラで燃焼させます。 

 【設備概要図】 
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【林地残材バイオマス】 
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